
1 2 3 4 5 1 2 3 4

1 86% 14% 0% 0% 0% 1 57% 29% 0% 0%
2 29% 57% 7% 0% 7% 2 57% 29% 0% 14%
3 71% 14% 14% 0% 0% 3 33% 67% 0% 0%
4 43% 36% 14% 0% 7% 4 42% 58% 0% 0%
5 64% 21% 14% 0% 0% 5 26% 53% 0% 5%
6 86% 7% 0% 0% 7% 6 63% 16% 0% 0%
7 50% 36% 0% 0% 14% 7 58% 16% 0% 5%
8 57% 29% 7% 0% 7% 8 37% 42% 0% 0%
9 0% 86% 14% 9 37% 37% 0% 0%
10 0% 86% 14% 10 42% 16% 5% 0%
11 0% 86% 14% 11 26% 42% 0% 0%
12 71% 0% 0% 7% 21% 12 42% 37% 0% 0%
13 79% 0% 7% 7% 7%
14 71% 7% 7% 0% 14%
15 57% 21% 14% 0% 7%
16 50% 14% 7% 7% 21%

【教職員自己評価・学校関係者評価、４段階評価基準】
１：十分達成できている（そう思う） Ａ：十分に達成できている

２：おおむね達成できている（だいたいそう思う） Ｂ：おおむね達成できている
３：どちらかといえば達成できていない（検討すべきである） Ｃ：どちらかといえば達成できていない状況

４：ほとんど達成できていない（改善すべきである） Ｄ：ほとんど達成できてない状況
　　 ５：わからない

重点目
標
ＮＯ．

項目
ＮＯ． 1 2 3 4 5

小
中
学
部

③ 育てたい資質・能力の育成をめざ
した授業づくりをする。

１

○児童生徒の実態に合わせて育てた

い資質・能力を設定し、授業を計

画・実践し、評価する。
15% 85% 0% 0% 0% B

23% 69% 8% 0% 0% B

15% 46% 23% 8% 8% B

27% 73% 0% 0% 0% B

48% 42% 3% 3% 3% B

48% 45% 0% 0% 6% B

③ 授業研究に取り組み、教育実践
の深化を図る。

○校内研究の内容や方法について、意

見集約や共有を図りながら、計画的に

授業研究に取り組む。
42% 42% 6% 0% 10% B

② 地域における特別支援教育のセ
ンター的役割の充実に努める。

〇関係機関と連携を取りながら、各町

村、各保育所・各学校のニーズに応じた

相談活動に取り組む。

74% 19% 0% 0% 6% B

58% 23% 10% 0% 10% B

58% 29% 3% 3% 6% B

55% 32% 0% 0% 13% B

68% 19% 0% 0% 13% B

68% 16% 0% 0% 16% B

○報告のあった破損・危険箇所の対応方

針は１週間以内に決定する。

○予算不足で修繕ができなかった箇所

は、速やかに実施できるよう本庁と協議

する。

Ｂ

Ｃ

Ｄ

・担任教員と連携を図り、1学期末の懇

談時に進路に関する聞き取りアンケート

を実施することができたか。

・学期に1回進路便りが発行できたか。

B

③

21%

４段
階評
価

B

B

B

3月に

評価し

た

B

・関係機関と連携して高２、高３の進路相談

会を実施できたか。

・報告のあった破損・危険箇所の対応方

針は１週間以内に決定したか。

B

教職員自己評価

　　１　そう思う　２　思う　３　あまり思わない　４　思わない　５　わからない

　　※網掛けは、各質問で最も多い評価

　　１　そう思う　２　思う　３　あまり思わない　４　思わない　５　わからない

　　※網掛けは、各質問で最も多い評価
　　　（質問９、１０、１１は、１　ある　４　ない　５　わからない）

評価指標（成果・取組指標）

・研究の日（月１回）や学級会などを活

用し、単元ごとに資質・能力を設定した

り、評価したりできたか。

・夏休み中に学年毎にルーブリック表を

作成し、9月の　学部会で検討。

・10月以降の生徒との面談で活用して改

善点を学部内で検討。

・3学期に改善したものを面談等で活用

する。

・各学部、分掌、魅力化コーディネーターと

連携して、ホームページへの週１回程度の記

事掲載や共生社会に向かう取組の紹介につい

て、組織的に取り組むことができたか。

・地域の提供の場を活用した情報発信につい

て、2ヶ月ごとに更新することができたか。

・教務だよりを学期に１回程度発行し、新学

習指導要領に関わることや新校務支援システ

ム（教務システム）に関わる情報を発信する

ことができたか。

0%
0%
16%
21%
21%
21%
26%
37%
32%

B

B

（５） 特別支援教育に対する地域の理解啓発を進める。

授業や学校行事は充実していましたか。 ・生徒は学校生活や学習活動に目的意識や達成感をもって取り組んでいましたか。

授業や学校行事にすすんで参加したと思いますか。 ・日常生活に必要なことがらや生活技術を高めるために適切な支援がなされていましたか。

学校（教室）は安心して過ごせますか。 ・ホームページ、学校新聞等により、学校全体の様子を知ることができましたか。（４） 地域における特別支援教育のセンター的機能の充実を図る。

・３学期に活用し、改善する点があれば年度末に改善したものを使って、「やってみようシート」を来年度に活用したい。また、キャリアパス

ポートの一部として保存していきたい。

B

B

65% 29% 3% 0% 3%

・報告のあった破損・危険箇所の対応方針は、１週間以内に決定できたと考えている。

・緊急を要するものを除けば、令達予算の範囲内で対応することになるため、最大限の益となるように工夫して予算活用していきたい。

B

B

B

B

B

・外部との関係機関と連携しながら各園・学校を訪問し教育相談を実施できた。加えて早期からの支援に関する新しい取組、また研修

会の開催などを実施することができた。

・生徒が提案した執行部企画について昼休憩や放課後を利用して、４つのマニフェストを実現するサポートを行うことができた。

・委員会活動に関しては十分な時間の確保が難しく、生徒が企画を提案する機会がほぼなかった。執行部と同じく、昼休憩や放課後を

利用して話し合い活動や準備・運営を行うようにしていく。

・学期に1回進路便りを発行できた。内容については、見やすくわかりやすいように工夫や改善をしていきたい。

２

研
修
相
談

○全体

・全体的によい方向に進んでいるように見える。

・隠岐養護学校が隠岐郡内の共生社会のリーディングスクールとなるように切に願って

いる。

・重点目標にある共生社会づくり・人として学校としての有用感づくりは全く共感できる

ものであり、その実現に向けて教職員・魅力化コーディネーターが積極的に取り組んで

いる姿勢を素晴らしく感じた。また地域に開かれた学校づくり・そして次年度から始まる

学校運営協議会にも今後の取り組みを期待したい。

・地域との連携や積極的に地域に出かけようとされている姿やいろいろな取り組みを工

夫しながら行っているところがとてもいいと思います。

○魅力化コーディネーター

・魅力化コーディネーターによる情報発信が「隠岐養護」を知ってもらう佳い手段となっ

ているので継続してほしい。

・魅力化コーディネーターとの連携に成果があった。今後もいろいろな関係機関との連

携が必要。

・魅力化コーディネーターの着任で、新しい形の発信で学校での様子が見られて素晴

らしい。時代にそった働きがよい。

・魅力化コーディネーターが入ったことで学校全体の情報発信が進んだと思う。引き続

き発信を行い広げていってほしい。

○授業づくり

・児童生徒一人一人の目標を細かに明確にされ、授業づくりを行いさらに授業改善を

行い、進めていくことを今後を引き続きお願いしたい。日々の授業を大切にしていただ

きたい。

・「やってみようシート」での細かい評価で個人の成長や、まだできない課題がはっきり

見えることで今後につながるためよいと思う。

○センター的機能

・特別支援教育のセンター的役割に大きな期待が寄せられている。プロとしての見識・

技能を広く各学校や地域へ伝えてほしい。

○情報提供

・小中高のそれぞれにあわせた情報提供はもちろん、より早い段階で先を見通した情

報提供をお願いしたい。

・企業説明会などでは、トップの方のみではなく、実際に現場で一緒に働く方の参加も

あると、より学校を知ってもらう事になると思う。

・保護者への情報発信（特に進路）を早期に行うことを検討していただきたい。

・ホームページなど楽しそうな学校の雰囲気など伝わっていて”発信”と言うところは大変

工夫されていると思います。

・学級通信等とてもわかりやすく毎回たのしみに読ませていただいています。

○個に応じた情報提供や進路相談を

実施するため、担任と連携し、保護

者のニーズや進路に関する希望を把

握する。

②

進
路
指
導

集団の一員として、よりよい学校
生活や人間関係を築こうとする主
体的な態度の育成を目指す。

○執行部や委員会活動、行事、全校

集会などの活動で、主体的に他学部

の児童・生徒、地域の方々と意図的

に関わる場面を設定する。

６

事
務
部

・研究授業や研究の日を通し、育てたい資質・能力の設定や評価についてより深く考えることができた。単元ごとに一人一人の資質・能力

を３つの観点ですべて設定することには課題も残ったが、公開授業を中心に一人一人の目標を設定したり、振り返って評価したりすること

ができた。どの学級も授業の相談や打ち合わせを日常的に行い、授業後すぐに振り返りをして授業改善をするなど丁寧な授業づくりをする

ことができた。今後も的確な目標設定と評価を心がけていきたい。

・昨年度まで3年生が使っていたルーブリック表と、千葉県立特別支援学校流山高等学園が作った評価表と、作業学習で共通に使っている日誌の

評価表を基に、学年でルーブリック表の項目毎に検討を行った。さらに内容やチェック項目の文言について、生徒が自己チェックする時に、分かりやすい

かチーフ会で話し合いを行い検討した。

総
務

①

教
務

・進路相談会を実施できた。コロナ対応として、各関係機関と連携してリモート会議でも実施できるようにしていく。

・実施できた。実習や進路相談等を通して生徒や保護者のニーズが変わることがあるため、聞き取りアンケートについては必要に応じて実

施していきたい。

・ボッチャのルールや楽しさを地域の小学生・中学生に伝える活動を年に２回設定し、実行することができた。

・当初は、学校周辺のごみ拾いや保育園への読み聞かせなどの活動を予定していたが、委員会活動の時間を確保することが難しく、生徒主体で企

画を進めることができなかった。

・研究チーフ会など計画していた取組は全て実施できた。一方で研究テーマについての解釈など共通理解を図りながら校内研究を進める

ことに課題が残った。次年度からの研究の進め方について検討していきたい。

５

・研究チーフ会の実施（年間４回）、学部で

の指導案検討、他グループの授業参観（全教

員各２回）に取り組むことができたか。

・管内の保・小・中・高の巡回相談等を

年2回以上行うことができたか。

・地域貢献活動を年に２回以上設定する

ことができたか。

・生徒が提案した執行部企画や委員会活

動を３つ以上実現するためのサポートが

できたか。

○共生社会に向かう本校の取組につ

いて、ホームページ、学校新聞等や

地域の提供の場を活用して情報発信

をする。

○役立ち感の高まる教育の実現に向

けて、新学習指導要領の実施及び指

導計画の改善を行う。

一人一人の障がいや発達に応じ
て「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた教育課程の編成
と実施に努める。

保護者のニーズに応じた進路に
関する情報提供をする。

関係機関と連携を図るとともに、
広報活動の充実に努め、情報発
信することで、理解啓発を図る。

（３） 関係機関との連携を図り、自立と社会参加に向けた学習を積み上げる。
（２） 児童生徒が主体となる異年齢活動を積極的に展開し、集団としての学びを充実する。

７

３

４

８

☆「語れる専門性」を二つ以上もつ。

☆役立ち感を高める教育。「ありがとう」のあふれる学校。

☆多様な人と協力・協働の機会をつくる。（本校の校訓の最初は「仲よく」です。）
①共生社会に向かう取組をしよう。

今年度の重点目標

「“おもしろい”の種をまく」

高
等
部

②

施設・設備の適切な保全管理

生
徒
指
導

②

自己有用感を養い、自分を表現
する力や主体的に行動する力を
育成する。

※網掛けは、各質問で最も多い評価

【教職員自己評価 評価基準】

②

分掌
等

学校関係者評価

重点目標 手だて
アンケート回答

（高　⇔　低、わからない）

評価・改善策等

４段
階評
価 評価・意見

61% 32% 0% 0% 6% B

・２ヶ月ごとに更新することで各学部の取組の様子を紹介することができた。合庁の展示をきっかけに県民局さんの協力で作業製品の販

売機会が増加するなど、地域との交流の充実につながった。

・各学部、分掌、魅力化コーディネーターの協力を得て、児童生徒の学習状況や各行事等の具体的な内容を適宜情報発信することが

できた。週１回程度の掲載スケジュールが活動の変更などにより遅れることもあったが、進路関係等計画以上に掲載できた例もあり、取組

への意識は全体的に高まった。各部署との連携を密にすることで、共生社会に向かう取組の情報発信を充実させていきたい。

・チーフ会や学年会、学部会を経て「やってみようシート」を作ることができた。利用については、学期末に個人面談の時間をとって担任と相

談しながら記入した。活用については、3学期の個人目標、現場実習での目標を決める際に、個人課題や目標を意識する上で、役立っ

た。生徒の自己理解に向けて有効だったと思う。

しかし、教員間での情報共有については、まだ十分ではなく、今後「やってみようシート」を教員間での共有の仕方について今後改善してい

きたい。

○生徒が適切な目標設定と評価を基

に、自分の目指す姿を意識して行動

できるように、教育課程Ⅰの生徒を

対象にしたルーブリック表を作成し

て学部間で共有し、支援にあたる。

教室、作業室、体育館、校庭、トイレ、プレイルームなどは使いやすいですか。

・来校者への接遇に配慮がなされていましたか。

あなたは、学校のクラスの友達や先輩、後輩にいじわるをされたことがありますか。 ･ 教職員の子どもや保護者等への接し方は適切でしたか。

あなたは、学校のクラスの友達や先輩、後輩がいじわるされているのを見たことがありますか。

・現場実習は充実していましたか。
【重点目標】

あなたは、学校の友達や先輩、後輩にいじわるをしたことはありますか。

先生は、進路や友人関係などで、困った時、悩んだ時に話をしっかり聞いてくれますか。
先生は、いつも気にかけて声をかけてくれていると思いますか。
学校の勉強や生活は、自分の将来に役立つものと思いますか。

②人として、また、学校としての有用感を高めよう。

☆隠岐に隠岐養護学校があってよかった。　※「隠岐の子は隠岐で育てる」・・・開校以来の思い
③専門性を高める

【学校づくり・授業づくりのキーワード】

学校の勉強や生活をとおして、昨年よりできることが増えたと思いますか

・お便りや懇談等において、進路に関する情報提供がされていましたか。

令和３（2021）年度　島根県立隠岐養護学校　学校評価集計全体表  ２０２２．３．３１

※わかりやすさを重視して、小数点以下を一律切り上げ処理した関係で、合計が１００％になっていない項目がある。

項目
NO.

児童生徒アンケート アンケート回答
（高　⇔　低、わからない）

項
目
NO.

保護者アンケート アンケート回答
（高　⇔　低、わからない）

（１） 児童生徒の一人一人の教育的ニーズに即した教育課程を編成、実践、評価のPDCAサイクルで効果的な教育をする。

学校経営方針

教育目標

児童生徒一人一人の障がいや発達に即した適正な教育をおこない、仲よく、明るく、たくましい人間への成長発達をめざす。

5

14%
0%

・教務だよりを１学期に１回２学期に２回発行、研修会を２回実施し、新学習指導要領に基づいた県内統一の新様式及びその考え

方について周知を図った。指導計画の作成に関する考え方等、分かりづらい面もあるため、児童生徒の学びの充実に向けて、引き続き丁

寧な説明及び手引きの作成等を行っていきたい。

質問項目 質問項目

先生は、授業中わかりやすく教えてくれていますか。 ・児童生徒が学校生活や学習活動に意欲的に取り組んだり、楽しみにしたりしている様子が見られましたか。

できた、わかった、もっとやりたいと思った授業はありましたか。 ・連絡帳や送迎時の話などを通して、日々の連携をとることができましたか。

先生は、学校のきまりや社会のルールをきちんと指導してくれていますか。 ・保護者懇談の回数や日程は、適切でしたか。

あなたは、学校のきまりなどをしっかり守ったと思いますか。 ・保護者懇談では、担任とお子さんの成長や課題・支援の仕方について話し合うことができましたか。

あなたは、すすんで挨拶をしたり、言葉づかいに気をつけたりすることができましたか。 ・生活習慣、ルール、マナーについて適切に指導、支援が行われていましたか。


